
 

 中学校は『大人になるための学校』ともいわれます。わずか３年の間に「大人になる

ため」に心も体も急成長していきます。『大人になるため』にはたくさんの人との関わ

りが不可欠です。このうち、子どもたちと関わる『大人』として身近な存在であるのが

学校では教職員であり、家庭では保護者の方々、そして地域の方々であると思います。 

 3年間の中学校生活は、加速度的に過ぎていきます。忙しい日々を著しい成長ととも

に過ごしていく中学生は「よし！やるぞ…」という前向きな姿勢をもつことはもちろ

ん、時に「もう本当に何もかもがいやだ…」と立ち止まったり、後ろ向きになったり、自己本位に至り

間違った判断をしてしまうことがあるかもしれません。このような時に「子どもたちに合った機会を逃

さず対応すること」を禅宗の世界では「啐啄同時（そったくどうじ）」と表しています。 

【啐】 雛が卵の殻を破って出ようとして泣く声  【啄】 母鳥が外側から殻をつつき割る音 

 母鳥は雛の誕生において「いつ、どこをつつけば、成長を促すことにつながるの

か？」という機を逃さない。そして、雛は自らの決定により、もてるすべての力を

出し切って殻を破ろうとする。だからこそ「啐」と「啄」の機会は同時であるべき

なのだというのです。 

 タイミングよく大人としての正しい判断を示し、自己の決定を促す。ここぞとい

う時に機を逃さず、適切な数だけ手を差し伸べる。私たちは、そんな『大人』であ

りたいものです。 

 さて、５月２７日（土）に開催される体

育祭に向け、特別時間割が始まりました。

生徒同士の力によって作り上げられる、伝

統の東中パフォーマンスに向けた縦割活動

では、第3学年が団員の「啐」の機を逃さ

ず、適切に手を差し伸べ、互いに高め合う

という、中学生の「大人としての姿」が輝

いて見えます。当日は、

自己決定や合意形成を図

りながら、個性で戦う東

中ザムライの溌剌とした

姿に、是非ご期待いただ

ければと思います。 
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 ～お忙しい中ご協力ありがとうございました～  

 今年度の家庭訪問（１学年：

玄関先訪問、２・３学年：「訪

問カード」投函訪問）が予定通

り終了しました。新学期が始ま

り間もなく２か月が経とうとし

ています。お子さんの様子や学

校の取組等、不明な点や心配な点がござ

いましたら、いつでもご遠慮なく学校に

ご相談くださいますようお願いいたしま

す。（８３－２４１３ 教頭、担当者） 

 プログラム 

 開会式           ８：３５ 

 １．１年生（１００ｍ） 

 ２．２年生（１００ｍ） 

 ３．３年生（１００ｍ）          

 ４．１年生学年種目 ５色綱引き 

 ５．２年生学年種目 ムカデ競争 

 ６．３年生学年種目 玉入れ 

 ７．東中ジャンプ 

      （学級対抗）１年⇒２年⇒３年 

 ８．全員リレー 

      （学級対抗）１年⇒２年⇒３年 

    昼 食    １１：５０～１２：４０ 

      ＊生徒は弁当を持参し、各教室で昼食をとります。（登校   

         後、教室で保管します） 

 ９．東中パフォーマンス（全校）  黄⇒赤⇒青 

        閉会式     １３：４０ 

       下 校   １４：００（予定） 下校バス１４：２０ 

体育祭テーマ ２A 坂 本 かがりさん 

       ３C 菅 野 鯉 登さん 

シンボルマーク 

       ２A 野 中 絵 礼さん 

第59回 東神楽中学校体育祭 

体育祭テーマ 

『個性で戦え東中ザムライ』 

息を合わせたムカデ競争の練習風景 

パフォーマンス練習の様子 

 ５月２日（火）放課後、美化常任委

員会による校庭の花壇整備が行われ、

校舎全体が明るく鮮やかに彩られまし

た。始業前の水やり作業等においても

委員会が自治意識を高くもち、主体的

に活動する様子がうかがえます。 丁寧に作業する常任委員 



   

     

１日（木） 

３日（土） 

８日（木） 

 

９日（金） 
 

10日（土） 

11日（日） 

12日（月） 

14日（水） 

15日（木） 

16日（金） 

22日（木） 

23日（金） 

26日（月） 

27日（火） 

 

29日（木） 

 

教育相談 （～６日） 

音楽大行進 

職員会議 

教材費振替日 

漢字検定 

中体連陸上壮行会 

中体連上川南部陸上大会 

中体連上川南部陸上大会 

校内研修 

常任委員会 

期末テスト① 

期末テスト② 

中体連壮行会 

中体連大会（～25日） 

職員会議 

特別支援・通級保護者面談 

     （～７月５日） 

遠足（１年） 

貯金日・校内点検日 

 中体連地区大会の開催地について 
 ６月23日～25日に開催される上川南部

地区中体連球技武道大会の開催地は以下の

通りです。 

★バドミントン部（東神楽町）＊協力校 

★ソフトテニス部（当麻町） 

★男女バスケットボール部（美瑛町） 

★野球部（富良野市） 

★卓球部（上富良野町） 

★サッカー部（旭川市） 

★陸上部（6/10～11旭川市） 

 各部の活躍を期待しています。 

   

   

 「いじめ把握のためのアンケート調査」は、

学校におけるいじめの問題の実態について把握

し、いじめの問題の未然防止、早期発見・早期

対応に向けた取組が一層充実するよう、毎年２

回、すべての小・中・高等学校において行われ

る、「無記名式のアンケート]です。本校では5

月と10月に行っています。 

 「いじめの定義」は「いじめ防止対策推進法」

で「（前略）当該児童が在籍する学校に在籍してい

る当該児童等と一定の人間関係にある他の児童等が

行う心理的または物理的な影響を与える行為（イン

ターネットを通じて行われるものを含む。）であっ

て、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を

感じているものをいう。」と定められています。  

 学校では、この法や国・道・町の方針を踏ま

えた「学校いじめ防止基本方針」に則り、いじ

めの程度、関わった人数等によらず「嫌な思い

をした」と感じた生徒の被害心情に寄り添い、

事実の把握に努め「学校いじめ対策組織」によ

る積極的な認知を行っています。 

 国立教育政策研究所によるいじめ追跡調査の

結果によると、小４～中３までの６年間で、い

じめの被害経験と加害経験を全くもたなかった

児童生徒は、それぞれ１割程度であったことが

報告されており、いじめの軽重に関わらず、多

くの児童生徒が入れ替わり被害や加害を経験し

ているということが明らかとなっています。 

 アンケート調査は、被害者や加害者の発見、

特定だけが目的ではありません。学校は、過去

の経験率からいじめがどの程度起きているのか

を定期的に把握し、いじめが起きにくくなるよ

うな取組を意図的・計画的に行い、成果を評価

することで、いじめを「しない、させない、ゆ

るさない」という風土を醸成し、未然防止に努

める必要があります。 

 いじめに対する積極的認知を行う学校の取組

に、ぜひご理解とご協力をお願いいたします。 

 ５月12日(金)、ＰＴＡ常任理事会を開催

し、各部会の部長・副部長の選定、

年間の事業計画が決定されました。 

 役員の皆様、１年間どうぞよろし

くお願いしたします。 


